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要旨
　西宮市における環境教育の現状について調査した。本市は環境学習宣言都市ということもあり、特色
ある環境教育を行っている。この環境教育の特徴は、環境に関する体験をした場合は、EWC（地球ウォッ
チングクラブ）エコカードにスタンプを押してもらい、貯まればアースレンジャーという称号を得るこ
とができるというものである。これは楽しみながら環境活動が目に見える形で行うことができ、学校、
地域、企業が協力して地域の子供達を育成することができるプログラムである。著者らは、西宮市に存
在する小学校において環境に対する認知度を調査した。各学校により、環境教育に対する意識について
差はあったが、総じて環境教育の重要性を認識していた。

Summary
　The current status of environmental education in Nishinomiya city was researched. Because 
Nishinomiya city is a city that declared as an “environmental learning declaration city”, this city 
carries out distinctive environmental education. . The characteristic of this environmental education 
in Nishinomiya city is to use the EWC （Earth watching club） eco-card. Environmental education 
with EWC eco-card will be described. If primary school student have carried out experience leaning, 
a stamp pressed on the EWC eco-card and if ten stamps are stored, they can get the title called 
earth ranger. This program can make the accomplishment of environmental activity visible and can 
cultivate children by cooperating with schools, regions and companies. The authors researched the 
awareness of environment education in each primary school. Although there was a difference in 
consciousness about environmental education by each school, in general, it recognized the importance 
of environmental education.
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１　研究の背景
人間活動に起因する諸問題を緊急の課題とし

て、「持続可能な開発のための2030年アジェン
ダ」が2015年 9 月に採択された。その中で、先
進国と開発途上国が共に取り組むべき国際社会
全体の普遍的な目標としてSDGs（持続可能な開
発目標）が設定された 1 ）。これには、17のゴー
ルと169のターゲット、約230の指標が提案され
ており、それらを活用すると、行政、民間事業
者、市民等のさまざまな立場の人々間で共通の
認識を持つことができ、その立場の人々が当事
者意識を持って地域づくりを進めれば、複数の
課題を統合的に解決することができる。我が国
はこれをうけて、2016年 5 月に「SDGs実施指
針」が決定され、それに 8 つの優先課題が示さ
れた。そのなかに、“生物多様性、森林、海洋等
の環境の保全”という項目が記載されている。
また、“あらゆる人々の活躍の推進”という課題
のなかに教育の充実という内容が盛り込まれて
いる。近年環境問題として大きくとりあげられ
ている地球温暖化、PM2.5による大気汚染、プ
ラスチックによる海洋汚染等は人為活動により
環境を悪化させた結果に生じた現象であり、ま
さに「SDGs実施指針」に盛り込まれる内容であ
る。これらの問題を解決するには、次世代を担
う子供たちに対する環境教育が必要不可欠とな
る。文部科学省は2016年度学習指導要領を改訂
し、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会
を創るという目標を学校と社会が共有し、それ
ぞれの学校において、必要な教育内容をどのよ
うに学び、どのような資質、能力を身につける
ようにするのかを明確にしながら、社会との連
携、協働によりその実現をはかる。」という理念
のもと教育を行うように指導した 2 ）。また、各
学校が行う授業についても、ねらいと内容を教
師から子どもたちに一方的に教えるという基礎
基本の学習に留まらず、アクティブラーニング
という活用型学習を導入し、主体的で対話的な
学びを行い、応用力のある人材を育成する方針

を示している。環境教育はまさにこの方針に適
用しやすい学習内容である。

西宮市は、2003年12月に「かけがえのない地
球環境を次世代に引き継ぐため、市民、事業者、
行政が一体となり、地球環境の保全と環境にや
さしい地域づくりに取り組み、持続可能な街づ
くりを目指す。」ことを目標として環境学習都市
宣言を行った 3 ）。それにおける行動憲章とし
て、学び合い、参画・協働 、 ネットワーク、共
生、循環 の 5 項目を定め、住民が自主的、継続
的に環境学習を行えるよう、学習システムづく
りや環境学習施設、フィールドの拠点整備等を
行っている。環境を守る強い信念を有するため
には、幼少期から環境保全に対する重要性に目
覚め環境問題に接し、環境からの恵みや大切さ
を学んでいくことが重要である。そのために
は、西宮市のように環境教育の小学校教育への
導入等で生活に取り入れることは、持続可能な
環境を維持していくための最優先課題となる。
本総説では、西宮市における環境教育を紹介
し、それを小学校がどのように取り入れている
かを紹介する。さらに、本ゼミ生が小学生に対
して体験学習を行った試みを中心に解説し、地
域連携の一端として、大学として小学校の環境
教育に対して携わることができるのかについて
模索する。

２．西宮市の環境教育に対する取り組み
西宮市は1992年から地球と地域を結ぶ市民の

ため環境学習事業「地球ウォッチングクラブ
（EWC）」という環境学習システムを構築した。
その中で、子供たちが自主的、継続的、総合的
に環境活動に関わることができる「しくみ」を、
家庭、地域、学校という全生活領域を通して構
築しようと「こども環境活動支援ネットワーク
システム」を導入した 4 ）（図 1 ）。この活動はエ
コカードを導入したシステムで、エコカードが
学校から配布され、環境学習や活動に参加すれ
ばエコカードにエコスタンプを押してもらうこ
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とができ、一定数のスタンプが集まれば、アー
スレンジャー認定証が交付されるというもので
ある。カードにスタンプを押すという目に見え
る活動をすることで環境活動の重要性に気づ
き、その活動により体験した学習を日常生活に
自然に取り入れることができるというものであ
る。2001年に小学校 3 - 4 年生の子どもたちが、
身近にいる地域の大人から環境を守るために日
常で取り組んでいる工夫やアイデアを教えても
らうというエコメッセンジャーの仕組みができ
た 5 ）。この仕組みにより、子どもはもちろんの
こと、大人も日常のライフスタイルを振り返る
機会になり、世代を超えた環境教育となってい
る。また、学校、家庭および地域の人々が、西
宮市に住む子供たちの環境に対する認識の程度
を把握するという体験学習の一つのアイテムと
して使用することもできる。この事業の考案お
よび運用をサポートしているのが、NPO法人こ
ども環境活動支援協会　LEAF（Learning and 
Ecological Activities Foundation for Children）
である。LEAFとは、1998年に設立された、持
続可能な地域づくりを基に次の時代を生きる子
ども達の育成を多様な角度から市民団体、企
業、行政と連携して地域や学校を支援する活動
を行なっている団体である。西宮の小学校は小

学三年生を対象に「環境体験授業」、小学五年生
を対象に「自然学校」の実施が義務付けられて
おり、LEAFはそのサポートも行なっている。
このように、西宮市の環境部門と教育部門を結
びつける協会が設立されているのも西宮市の環
境に対する意識の高さともいえる。

西宮市がEWCで行ってきた環境プログラム
について、プログラムの活用方法等をマニュア
ル化し一般に配布している 6 ）。それには環境学
習を始める前には、“どんな目的で？”、“いつす
る？”“どこで？”“なにを？”をしっかりと話
し合わせたうえで、使用するプログラムの“ね
らい”“概要”“進め方”“展開例”“ワークシー
ト”を明記している。プログラム例としては、
自然体験では“自然はみんなつながっている
よ”“野生児トレーニング”“水の循環”“生きも
のウォッチング・山、森”“生きものウォッチン
グ・川”“生きものウォッチング・海”、社会体
験では“地域たんけん（防災教育）”“お店で環
境ウォッチング（お店探検）”“ビンの一生ツア
ー”が紹介されている。また、西宮市は環境学
習に使用することができるフィールドも多く設
置されており、自然系では、甲子園浜自然環境
センター、甲山自然家・教育キャンプ場、北山
緑化植物園、西宮市貝類館、広田山公園、生活
系では環境学習ルーム、西武総合処理センタ
ー・リサイクルプラザ、歴史・文科系では郷土
資料館・平和資料館、名塩和紙学習館、山口町
郷土資料館などが設置され、それぞれの特色を
もとに独自に環境学習も行っている。

大人の持続可能な環境づくりに対する意欲向
上や関心を持つきっかけとして、西宮市に在籍する	
企業がCSR（Corporate Social Responsibility、企
業の社会的責任）活動を行っている。清掃関係
を行っている株式会社リヴァックス、リリー
フ、ダイキョウクリーン、大協および大栄の所
属するグッドホ－ルディングスグループでは、

「子供農業塾」を協賛している 7 ）。伊藤ハムでは
2003年に初の自主企画として「クリーンアップ

図 1　EWCエコカードシステム
環境学習サポートガイドブックより
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in甲子園浜」を実施し、同年に神戸市民演習林
「こうべ森の学校」にて本格的な森林保護活動を
開始した 8 ）。以上の他にも様々な環境を配慮し
た事業・取り組みが認められ、2006年には西宮
市長から感謝状、2016年には「兵庫県環境に優
しい事業者賞」を受賞している。阪神電気鉄道
では、鉄道事業において、省エネルギー車両の
運行をはじめ、省エネルギー機器の使用、ゴミ
の分別収集、騒音対策などに取り組んでいる
9 ）。その他、生活協同組合コープ神戸が食の重
要性に関する教育、酒造会社が瓶のリサイク
ル、甲子園球場では、リサイクルカップの活用

（生ビールなどの販売カップを回収してリサイ
クルし、来場客への配布品などに再生）、地下タ
ンクに貯水した雨水や井戸水をグラウンドへの
散水や場内トイレの洗浄水に使用等、子供たち
に対して、環境に優しい取り組みを紹介してい
る10-11）。

地域では、中学校区を目安にそこに住む人々
が集まり、環境等をテーマに地域に合った活動
を進めているエココミュニティ会議が存在す
る12）。環境活動を推進するために、本会議は市
の助成金を利用することができる。平成28年 3
月 1 日現在では21のエココミュニティ会議があ
り、学校のみならず地域の子供たちとのつなが
りをもち、温暖化防止活動、自然体験、EWC活
動等通して、現在の環境を次世代へ引き継ぐた

めに貢献している。エココミュニティ会議の例
として、甲陽園エココミュニティー会議の活動
を示す。甲陽園小学校 ３ 年生の学習支援として
小学校周辺に位置する大池の生物調査を実施
し、その結果を毎年行われる環境パネル展で発
表している13）。その他、西宮市は多くのNPO団
体が存在し、例えば武庫川流域圏ネットワーク
では年に 2 回、武庫川の川掃除を行い、川の重
要性を啓発している14）。

　

３．EWCの活用について
西宮市の環境教育の特徴は、EWCカードを利

用してのシステム化があげられる。学校、PTA
および地域がどのような認識で本システムを活
用しているかを調べた。本ゼミでは、各学校で
どのような環境教育においてEWCエコカード
が活用されているかを把握するため、西宮市内
の小学校41校に対して直接電話をかけて聞き取
り調査を行った。「本カードをどのように小学
校で取り扱っているのか」に関して、すべての
学校でEWCエコカードを配布しているが、活
用については、授業などと絡めて取り組んでい
る学校が15校、子供たち各自の自主性に任せて
いるのが 9 校、まったく取り組んでいないのが
1 校であった。これはアースレンジャーの取得
率が地域により偏りを生じている要因の一つで
あるかもしれない。次の質問である「保護者に

図 2　�エコ・メッセージからの住民の環境に対する興味
　　　�EWCエコ・メッセンジャー、2017における“子どもたちが大人から集めたエコ・メッセージ”の表を改変15）
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対してどのように本システムを促しているの
か」については、19校が保護者への促しや呼び
かけを行っており、その中で 7 校がEWCから
の手紙を配布する、 9 校では各校の学年通信で
報告、お知らせをする、 3 校では保護者自ら環
境活動に協力していた。

西宮市はエコ・メッセンジャーを通じて、
PTAの環境に対する認知度を調べている15）（図
2 ）。”父”、”母”、”その他の家族”および”地
域の人々”と分けると、子供たちから身近にい
る大人の人から環境に関する話を聞くのは、”地
域の人々”が最も多く次いで”母”、”その他の
家族”で”父”から話を聞くのは最も少なかっ
た。話の内容については、”地域の人々”、”母”、”
その他の家族”からは都市化、大気、水につい
て、”父”からは大気、都市化、水の順であっ
た。いずれにしても、子供達の周辺にいる大人
は身近な環境問題に興味を持っており、それを
子供達に伝えていることがわかったが、土地や
食物についての内容は少なかった。海、森林、
生物多様性については少なく、地域特異性があ
るが、持続可能な発展に対して伝えなければな
らない部分である自然に関する内容をどのよう
にすれば多くなるかが今後の課題となる。

EWCカードを置くことでこの活動に協力し
ているスーパーマーケットがどのような認識を
もっているかについて、本ゼミ生が門戸厄神周
辺にある 2 か所に行き、聞き取り調査を行っ
た。これらの店舗がEWCの実施店舗であるこ
とは「EWCエコカードエコスタンプの手引き」
に記載されているが、店内にEWCからの指示
がないため、店舗でのエコスタンプの有無につ
いてわかりづらい面があり、エコカードを持っ
てくる子供たちは少なかった。また、エコカー
ドにスタンプをもらう内容については、「ペッ
トボトルなどのリサイクル活動」や「エコバッ
ク持参によるマイバッグ運動」が多かった。こ
のような現状を踏まえ、さらにエコカード活動
を活性化させるならば、その店舗はエコスタン

プの取り扱い店であることを店舗内に明記し、
エコスタンプを押した人数によりEWCから表
彰されるシステムを構築するならば、店として
のイメージアップにもつながり、スタンプを押
しにくる子どもたちが増え、結果的には環境に
対する意識の向上につながると思われる。

4．�西宮市内の小学校における環境教育
の導入

小学生の環境教育に関しては、平成23年以前
は体験学習としての環境教育、平成24年度以降
はESD（持続発展教育）の中に環境教育が組み
込まれてきた。平成29年からはカリキュラムマ
ネージメントの確立の一環として環境教育が含
まれ、学校独自で環境教育を考えなければなら
ない仕組みが提示された。この変革に加えて小
学校教育では学習指導要領に従った従来からの
教育に加えて、英語教育の導入、道徳教育の成
績評価など多くの業務が負荷されるため、現場
の教員は業務量が増加し、飽和状態となってい
る。そこで、効率的な方法で、カリキュラムマ
ネージメントを行うことと同時に、企業、NPO
団体や大学等の地域の協力が必要不可欠とな
り、学校というよりは地域で子供たちを育成す
る体制が必要とされる。

このような状況下、西宮市教育委員会では、
カリキュラムマネージメントに含まれる環境教
育を遂行するために、 1 年生から 6 年生までの
間で、学校で学んでいる学習内容に、アクティ
ブラーニング方式を用いて「環境について学ぶ」

「環境のために学ぶ」「環境を通して学ぶ」等の
学び方の多様性を内容に盛り込んでいる。この
カリキュラムを実施することで、教員と子供た
ちが共に環境の重要性の発見と、環境というキ
ーワードを通して学ぶ柔軟な思考能力の養成を
試みている。つまり、文部科学省の提唱したカ
リキュラムマネージメントに対応するため、指
導主事らが中心となり小学校における環境教育
指導計画の例を掲示する。各小学校では、新人
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研修を含めて環境担当者を定め、その教員が中
心となりその地域にふさわしいカリキュラムを
計画する。また、カリキュラム作成をサポート
するために、環境学習の専門家を招き、各学校
の担当者に対して研修会を行っている。それに
基づき、各学校に通常のカリキュラムと連動さ
せて取り入れた環境学習カリキュラムを教育委
員会に提出させ、実行させる。このような仕組
みで、教育委員会や各学校で環境教育を行おう
としているが、各々の教員の環境に関する認識
の相違により、小学校ごとで活動の差異が生じ
ているのが現状である。

5．�本ゼミが行った西宮浜小学校での環
境体験学習

2018年10月22日に西宮浜小学校の環境体験学
習において、エコ・メッセンジャーでの環境問
題として興味の低かった図 3 に示すような海岸
のクリーン活動を行った。これは、午前中を利
用して、 1 ．クリーン活動を行う理由を知る、
2 ．西宮浜に出向き体験学習を行いゴミの現状
を体験する、 3 ．拾ってきたゴミを集めてその
量や成分を調べ、海岸の環境保全や生活をする
うえで物を大切にしてゴミの減量化に貢献する
ということを実感する体験学習である。まず体
験学習を行う前の事前学習として「お家で確認
シート」を配布した（図 4 ）。その解答をまとめ
たものを図 5 に示す。環境問題を聞いたことが
ない子どもたちが半分以上を占め、ある子ども
は全体の34％であった。しかし、ゴミの分別収
集に関して知っている子どもは全体の86％を占
め、さらにゴミ問題に踏み込みクリーン活動の
経験の有無について調査したところ、86％がこ
の経験をしていた。また、家庭内で使用するお
茶や水等を入れる容器はペットボトルやガラス
容器と再利用が可能なものを使用していること
もわかった。これらの結果から、環境問題とい
う言葉が難しかったのか、聞いたことのないと
答えた児童が多かったが、ゴミの分別収集やク

リーン活動の経験などを見ると、環境活動に触
れたことがある子どもたちは多かったことがわ
かる。次に、図 6 に示すパワーポイントを用い
た説明後、子どもたちと御前浜に行き、砂浜に
捨てられているゴミを回収した。それらを教室
に持ち帰り分別後、どのようなゴミが多かった
のか、なぜそのようなゴミが御前浜にあったの
かについて話し合った。その後「振り返りシー
ト」を渡し、環境体験学習に対する理解度を確
認した（図 7 ）。ごみの分類後、これらのゴミは
どこから来たのかという質問に対し、風で吹き
飛ばされた、ポイ捨てされ海に流された、とい
う解答があったが、白紙が多かった。一方で、
自分たちで何ができるのかという質問に対して
は、ポイ捨てしない、ゴミの分別をする、 3 R
を守る、エコバックを使う等の解答があったこ
とから、西宮市が行っている環境を保全する規
則は浸透しているが、なぜこのようなことをし
なければならないのかをわかっていない子供た
ちが多いように思われる。

図 ３　�本ゼミが行った小学校における環境体験
学習の流れ
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図 6　�西宮浜小学校の環境体験学習で使用した
発表図

図 5　事前学習シートの結果図 4　�西宮浜小学校の環境体験学習で
事前に配布した事前学習シート

環境問題について聞いたことがあるか？

クリーン活動をしたことがあるか？

ゴミの分別収集をしている。

家で飲むお茶や水の入れ物

張野：「西宮市の小学生に対する環境教育」
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6．まとめ
以上述べたように、西宮市の小学生に対する

環境教育のシステムは、地域連携の在り方がシ
ステム化されており、他都市に比べて充実して
いるものと思える。しかし、各学校により環境
教育の在り方がさまざまであることから、各学
校の教員や保護者の環境学習に関する関心を一
定レベルまで向上する必要がある。また、環境
体験活動をみると、ほとんどが環境と親しむこ
とが主眼となっている。もちろん、低年齢層は
環境に対して興味を持たせることを中心として
の環境教育の導入は重要だが、高学年になると
環境問題への意識付けも必要となる。今後、正
規の授業の中にいかにして環境の現状および環
境問題を導入するか、それを教える教員の意識
の統一化をどのようにしていくのかを議論する
必要があると思われる。しかし、小学校教員の
正規授業における負担は年々急増するばかりで
ある。したがって、環境教育は各教員の意識と
余力に委ねられるが、現実的には小学校教員に
環境教育まで求めることは難しい。そこで、大

学をはじめ地域がいかに環境教育という面で、
小学校教育を支えていくかが、持続可能な環境
を構築するために重要な課題となり、それをス
ムーズに進めるためには、学校、大学、地元企
業およびNPO団体等間でお互いの情報交換を
密にすることがスタートであると思われる。
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